
鳥取大学自動車部規約 
第１章   総務 

 

 第１条 本部は鳥取大学自動車部と称する 

 

第２条 本部は自動車に関する実践的知識と技術を身につけ部員相互の親睦及び人格の陶治

に務め、将来の良き社会人になる事を目的とする。 

 

第３条 本部員は鳥取大学に在学するものとする。但し、鳥取大学院に在学する者は準 

部員とする。 

 

 

第２章   事業 

 

第４条  本部は前記の目的を達成するために次の活動を行う。 

１．自動車の運転技術、整備活動の習得のための活動。 

２．その他、本部の目的達成に必要と思われる事業 

 

 

第３章   機関（役員） 

 

第５条 本部には、次の役員を置く。 

１．主将          １名 

２．部長          １名 

３．副将          １名 

４．自動車整備主任     若干名 

５．車輌・備品管理主任   若干名 

６．会計          １名 

   ７．主務          １名 

   ８．体育会役員       １名 

  （９．顧問          ０名） 

第６条 役員は次のとおり選出する 

１．主将は部員の立候補、推薦及び選挙により、特別部会をもって決定する。 

２．顧問は幹部会が推薦し、特別部会で決定し依頼する。 

３．その他の役員は部員の立候補、推薦、選挙により特別部会をもって決定する。 



 

第７条 役員の任務は次のとおりとする。 

１．主将は本部を代表し、部務を総括する。 

２．顧問は本部に対して、助言、援助を行う。 

３．副将は本部の運営を円滑にかつ、活発にするため主将に助言をする。 

４．主務は主将、副将とともに本部の運営に関する総括的な事業を行うとともに、部会、

幹部会、その他の会議の書記全般の事業を行う。 

５．主務は、渉外、宣伝、企画、その他本部の運営を円滑にする業務を行う。 

７．自動車整備主任は、自動車の修理、整備に関する事業及び指導を行う。 

８．車輌備品管理主任は自動車を常に最良の状態に保つべく点検を行い、キー、工具、そ

の他備品を管理する。 

９．会計は、本部の会計業務を行う。 

 

第８条 全ての役員は正当な理由なしにこれを辞任することはできない。その決定は部会を

以てする。 

 

第９条  役員は部会に於いて出席部員の３分の２以上の不信任を以て解任するとができる。                                                                                  

 

第１０条  役員に欠員のできた場合には、その役員は部会に於いて出席部員の３分の２以上

の同意により決定できる。 

 

第１１条  役員の任意は１年間とし、期間は１１月１日から来年度の１０月３１日までとす

る。 

      但し、補充された役員の任意は前任期間とする。 

 

第１２条  本部には部会、幹部会を置く。 

 

第１３条  部会は全部員を以て構成する最高議決機関にして、各種主管事項について審議、決

定する。但し、準部員の議決権は認めない。 

 

第１４条  部会は部員総数の３分の２以上の出席によって成立し、出席者の過半数を以て決

議される。 

 

第１５条  部会は次の場合主将が召集する。 

    １．定例部会は原則として、毎週１回とする。 

    ２．主将あるいは幹部会が必要と認めるとき。 



    ３．部員の総数の４分の１以上の要請のあるとき。 

 

第１６条  部会は次の事項について審議、決定する。 

    １．第４条に定められた活動の実施計画の承認及び、実施結果の報告。 

    ２．予算及び決算の承認。 

    ３．部規約に違反した部員に関する事項。 

 

第１７条  特別部会は次の部員総数の３分の２以上の出席によって成立し、出席部員の３分

の２以上を以て決議する。 

 

第１８条  特別部会は次の場合、主将が召集する。 

１．主将あるいは幹部会が必要と認めるとき。 

２．部員総数の３分の１以上の要請があるとき。 

 

第１９条  特別部会の審議決定は次の事項とする。 

１．役員改選 

２．規約改正 

３．その他本部に関する重要事項 

 

第２０条  部会の議事運営は議長が司る。議長はその部会に於いて選出される。 

 

第２１条  部会に出席できないとき、部員は主将にその理由を届け出、後日当会の内容を理解

しておくこと。欠席者は議決に従う。但し、委任状は必要としない。 

 

第２２条  幹部会は次にあげる委員で構成する最高執行機関であって、本部運営の基本方針

を協議遂行する。 

１．第５条にあげられた委員から第２条、第３条の委員を除いた全ての委員。 

２．該当専門委員 

３．特別運営委員 

 

第２３条  幹部会議は委員の３分の２以上の出席により成立する。 

 

第２４条  幹部会は部に密接に連絡を図り、部の運営に関し部会に対し、連帯して責任を負う。 

 

第２５条  幹部会は次の場合主将が招集する。 

１． 主将が必要と認めたとき。 



２． 幹部総員の３分の１以上の要請のあるとき。 

 

第２６条  本部は第４条の事項の調査、審議のため、各種専門委員会を設けることができる。 

 

第２７条  専門委員会は幹部の要請により、部会に於いて選出される。 

 

 

第４章 会計 

 

第２８条  本部の経費は、入部金、部費、寄付金、その他収入を以ってこれに当てる。 

 

第２９条  部員は入部の時、入部金５０００円を支払い、毎月１０００円の部費を納入しなけ

ればならない。但し、一度納入した金は如何なる理由によっても払い戻ししない。 

 

第３０条  本部の予算案は、幹部会が作成し部会にかける。 

 

第３１条  本部の会計に関する現金の出納葉予算内経費に限り主将、会計両者の承認のもと

に出納する。但し、臨時の支出は幹部会の協議に基づき、会計が支出する。 

 

第３２条  会計年度は４月１日から翌年の３月３１日までとする。 

 

第３３条  本部の会計管理は会計が行い、部会に於いて報告し承認を得るものとする。 

 

第３４条  ガソリン代、その他自動車使用料については別に定める。 

 

 

第５章 特別会計 

 

第３５条  本部に関する特別会計業務は本部会計が行い、その報告は該当行事後の部会に於

いて報告する。 

 

 

第６章 クラス別編成 

 

第３６条  目的 

      鳥取大学自動車部員としての自覚を持ち、交通道徳を守り、安全運転を行うことを



目的とする。  

第３７条  部員を次の A級 B級 C 級 D級に編成し、規定する。  

 

１． Ａ級・・・単独で競技車両ならびに教習車両を使用できるものとする。 

２． Ｂ級・・・単独で教習車両を使用できる。B級以上の者１人の同伴で競技車両

を使用できる 

３． Ｃ級・・・単独で教習車両を使用できる。A級の者１人又は B級の者２人以上

同伴にて競技車両を使用できる。 

４． Ｄ級・・・Ｃ級の者１人以上の同乗にて教習車両を用いて免許取得のための練

習ができる。 

 

第３８条  進級 

     各々の級に該当する場合に認定される。 

     免許取得、整備知識、運行該当車両についての把握状態とともに進級が認められる。 

 

第３９条  各級該当者 

１．A 級…Ｂ級の事項を満たし、ジムカーナ、ダートラを通して車両整備、競技

走行を十分にこなし、使用車両についての詳しい知識、運転技量を有

する者。 

２．B 級…C 級に於いて６ヶ月以上を経過し、かつ運転距離 10,000ｋｍを走行、

かつ部在籍１年５ヶ月を経過ており運転する部車を運行するにあたっ

ての知識が十分である者。 

３．C 級…D 級に於いて６ヶ月以上を経過、かつ普通免許を取得したもの。 

４．D 級…普通免許を取得していない者。入部直後の者。 

 

第４０条  認定方法 

     各級に該当すると思う者が幹部に認定の申請をし、幹部がその者が第３９条を満た

していると認める事によって各級に認定される。申請認定は部会中に行い、その事を

その場にいる全部員に知らせる。 

 

 

第７章  自動車の使用 

 

第４１条  部車の使用は次の各項による。 

１．部用…部活動の一環として部の目的のために使用すること。 

２．使用…部員個人の目的のために使用すること。 



３．公用…部外者により依頼され、主将により委託される荷物運搬等に使用する

こと。 

４．運転練習…運転免許取得前、及び取得後の運転練習のために使用すること。 

 

第４２条  部車の運転は部員のみとし、原則として部外者による運転は認めない。 

 

第４３条  第４１条第２項、第３項の目的のために部車を使用する場合には第３７条に定め

られる等級による車両規制を遵守する。 

 

第４４条  手続 

      部車の使用の手続きは事前に、行き先、出発、帰着時間等の許可を主将、車輌備品

管理主任からもらっておくこと。 

 

第４５条  部用で部車を使用する場合には原則として２以上の部員が乗車するものとし、使

用を車輌備品管理主任に届けること。 

 

第４６条  部車を公用で使用する場合には、部に対する依頼として主将に届け出、主将により

委託があればこれを行うことができる。 

 

第４７条  部車の外泊は原則として認めない。やむをえない場合は主将または車輌備品管理

主任に報告しなければならない。 

 

第４８条  運転練習は計画に基づいて行う。 

 

第４９条  部車の使用料金は細則に定める。 

 

第５０条  部車を使用する際には始業点検を的確に行い、異常を認めた場合又は使用中の異

常発見の場合には適当な処置を行い、直ちに車両備品管理主任に届け出、その指示

に従うこと。 

 

第５１条  事故 

     部車を使用する際には、特に安全運転に留意し、万一事故を起こした場合には、対外

的には、部が全責任を持ち解決に当たる。 

 

第５２条  部用（部より委託のあった公用も含む）、D 級部員の運転練習の際の事故は幹部会

にて、当人の過失があったと認めた場合には、部車の修理費の全額は部の負担とす



る。但し、相手側の損害に対する費用は、該当者の負担とする。 

 

第５３条  私用で使用した際の事故は、全額該当者の負担とする。 

 

第５４条  罰則 

     事故を起こした部員及びにこの規定に違反した部員に対する反省を促すための罰則

は、幹部会に於いて決定し、部会に報告し、その承認を得る。 

 

 

第８章 車庫使用規定 

 

第５５条 部会 

     １．車庫を使用する自動車部員は開催される部会に原則参加する。 

     ２．部会は原則毎週金曜６時～開催する。 

     ３．現役部員は原則絶対参加。 

     ４．車庫を頻繁に使用するＯＢも参加する。 

  

第５６条 駐車許可車両 

     １．競技用車両 

     ２．教習用車両 

     ３．競技用車両のための部品取り車両 

     ４．部で使用目的を有する車両 

      

第５７条 一時的駐車許可車両とその期間 

     １．事故による廃棄車両（次回車庫掃除まで） 

     ２．個人的部品取りのための車両（次回車庫掃除まで） 

     ３．一時的故障による走行不能車両（１ヶ月） 

     ４．製作途中車両（部会にて決定） 

 

第５８条 物品管理規定 

    １．車庫内、敷地内に個人的荷物を置く事は原則禁止とする。 

    ２．諸事情により私物を車庫に置かなければならない場合はその事を部会にて報告

し、部員の了承を得る。 

    ２．私物の混合による所持者不明品の発生を避け、管理するために車庫内、敷地内を

常に整理する。 

    ３．部会後には車庫内及び敷地内の清掃を行い、個人荷物は撤収すること。 



    ４．車庫掃除は私物の撤収も伴うため、車庫を使用している人は絶対参加。 

 

  

第９章 入部 

 

第５９条  本部への入部は指定した入部申込書及び契約書に必要な事項を記入し、入部金を

添えて幹部会に提出し、必要なら部会にかけなければならない。 

 

第６０条  入部は原則として新入生とし再入部を認めない。 

 

 

第９章  退部 

 

第６１条  退部は原則として、本人の自由意志にするものとし、その方法は退部届けを本人が

部会に提出しなければならない。 

 

第６２条  会計委員から要請があった経費を３ヶ月以上納入しなかった場合、原則として運

営委員会にかけ、その結果により強制退部させる。 

 

第６３条  部会において部員としての不信任が決議された場合は、強制退部させる。 

 

第６４条  退部期日は、第５９条、第６１条の場合、部会の日とし、第６０条は運営会議の日

を以てする。 

   

 

第１０章 補足 

 

第６５条  部員は常に部員証を携帯し、部員たる自覚のもとに行動すること。 

 

第６６条  本部には、次の帳簿を置く。 

１、運営記録簿 

２、備品管理簿 

３．会計記録簿 

４、部車使用簿 

５、その他、必要と認められるもの。 

これらの帳簿は、該当委員が管理すること。 



 

第６７条  本部には、部運営を円滑にするために、本規約の他に細則を定める。但し、細則は

幹部で決定し部会で承認を得るものとする。 

 

 

第１１章  改正 

 

第６８条  本規約は総部員の３分の１以上の要請により特別部会に於いて、出席部員の３分

の２以上の同意により、改正を決定することができる。 

 

第６９条  改正は専門委員会に於いて改正草案を作成し、特別部会に於いて出席部員の３分

の２以上の承認によって成立する。 

 

 

第１２章  附則 

 

第７０条  本規約は平成１８年７月１日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


